
平成27年度 第２回栃木県公共事業評価委員会

日時：平成27年９月９日(水)14：00～

場所：栃木県庁本館６階 大会議室１

次 第

１ 開 会

《議 題》

（審議案件）

２ 栃木県県土整備部所管事業の再評価について ・・・ 資料１】【

（１）街路事業

【 】ア 宇都宮都市計画道路3･4･109号 雀宮駅前線 ・・・ 資料２－１

【 】イ 大田原都市計画道路3･4･2号 西那須野線外１路線 ・・・ 資料２－２

（２）河川事業

ア 一級河川 小藪川 ・・・ 資料３】【

３ 栃木県道路公社所管事業の再評価について ・・・ 資料４】【

（１）道路事業

ア ・・・ 資料５】日光宇都宮道路 【

４ 閉 会



No
事業
区分

事業
主体

路河川名等 箇所名
総事業費
（億円）

事業予定期間
再評価
分類
注１）

1 街路 栃木県
宇都宮都市計画道路

3･4･109号
雀宮駅前線

宇都宮市
雀の宮

17 Ｈ23～Ｈ31 オ

2 街路 栃木県
大田原都市計画道路

3･4･2号
西那須野線外１路線

大田原市
中央

39 Ｈ21～Ｈ30 オ

3 河川 栃木県 一級河川小藪川
鹿沼市

西鹿沼町
41 H9～H31 オ

注１） 再評価分類

再評価を実施する栃木県県土整備部所管事業の一覧表（審議案件）

ア＝事業採択後一定期間を経過した時点で未着工の事業　　イ＝事業採択後長期間が経過した時点で継続中の事業

ウ＝準備・計画段階で一定期間が経過している事業　　エ＝再評価実施後一定期間が経過している事業

オ＝社会経済情勢の急激な変化、技術革新、事業計画の大幅な変更等により再評価の実施の必要が生じた事業

※詳細については、栃木県公共事業評価実施要領 第５－１を参照。

資料１



資料２－１ 

街 路 事 業 の 再 評 価 概 要 書 
（ ）は、当初計画時 

番  号 １ 
事業主体 栃 木 県 

 
事 業 名 

 
街路づくり事業 

 
事業所管課 

 
県土整備部 都市整備課 

 
路線・河川名 

宇都宮都市計画道路 

３・４・１０９号 雀 宮 駅
すずめのみやえき

前
まえ

線 

 
事業箇所名 宇都宮市

う つ の み や し

 雀
すずめ

の
の

宮
みや

 

 
事 業 区 間 宇都宮市

う つ の み や し

 雀
すずめ

の
の

宮
みや

 

    １丁目～３丁目 

 
事 業 延 長 

 
 ２９８ｍ 

Ｈ２３年度事業化 
 

Ｓ３５年度都市計画決定 
（Ｈ２０年度変更） 

Ｈ２３年度用地着手 
 

Ｈ２４年度工事着手 
 

 
事 業 期 間 

     （Ｈ２７） 
Ｈ２３ ～ Ｈ３１ 事 業 

進 捗 
状 況 

基準年次：【平成２７年度末時点】 
                  進 捗 率 
【うち用地補償費】  【  11.9億円】      【93％】 
既投資事業費     13.5億円       79％ 

（うち用地補償費） 

全体事業費 
[   12.8   (12.5)億円] 

17.0   (17.0)億円 
事 業 概 要  
 本都市計画道路は、ＪＲ宇都宮線雀宮駅を基点とし、国道 4 号を経て宇都宮市南西部の兵庫塚町に至る都市

の骨格を形成する道路である。 
 本事業区間は、雀宮駅から国道 4 号までの２９８ｍの区間であるが、本路線沿線には商店や飲食店が建ち並

び、また雀宮中央小学校の通学路に指定されていることから、鉄道利用者、買い物客、通勤通学者など歩行者自

転車及び自動車の交通量が非常に多い区間である。 
 しかしながら、現況道路の幅員は６．５ｍと非常に狭い上、車線の区分も歩道もないため、特に朝夕の通勤通

学時間帯には自動車と歩行者自転車が錯綜し、大変危険な状況にある。また国道 4 号との交差点部は渋滞が発

生しており、主要渋滞箇所に位置づけられている。 
 さらに、宇都宮市は、宇都宮市都市計画マスタープランにおいて、当地区を「駅を核とした地域交流拠点」に

位置づけ、東西自由通路、駅前広場、駅周辺道路の整備など、都市機能の強化に取り組んでおり、国においても

国道4号の拡幅整備を実施中である。 
 このため栃木県は、本路線の現道拡幅と電線類地中化を実施することにより、安全安心な道路通行空間を創出

し、円滑な通行を確保すると共に、交通結節機能の充実を図り、都市機能の強化を図るものである。 
事業を巡る社会経済情勢の変化、事業計画の大幅な変更 等  
都市計画法に基づく事業認可期間の延伸 

事 業 の 投 資 効 果  
① 費用対効果分析結果        【総便益（Ｂ）】   【総費用（Ｃ）】 
 １）事業全体  Ｂ／Ｃ＝ １．１    １８．９億円    １７．０億円 
 ２）残 事 業  Ｂ／Ｃ＝ ５．２    １６．１億円     ３．１億円 
② 事業の整備効果等 
 ・安全安心な道路通行空間の創出    ・交通結節機能の強化 
 ・交通の円滑化            ・都市景観の向上と都市防災機能の強化 
事業の進捗状況等  
① 事業の進捗状況 
 ・用地取得済の区間から順次工事を推進している。 
② 今後の事業進捗の見込み 
 ・用地取得を推進し、平成31年の完成供用を図る。 
コ ス ト 縮 減 等  
① コスト縮減方策 
 ・再生骨材、再生アスファルト合材を積極的に活用しコスト縮減 
② 代替案立案等の可能性 
 ・すでに大部分の用地を取得しており、本計画が最適である。 
事業の対応方針（案） 現計画で事業を継続する。 

-  1  - 



事業箇所（位置図・概要図）

位 置 図

標準横断図 【現況】

【計画】

概 要 図
電線共同溝整備済

L=100m

3・4・109号 雀宮駅前線

事業区間 L=298ｍ

（現道拡幅）

雀宮中央小

南図書館

宇都宮工高

（現道拡幅）
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①整備前 国道4号 ⇒ 雀宮駅

②整備前 雀宮駅 ⇒ 国道4号

③整備状況 雀宮駅 ⇒ 国道4号
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資料２－２ 

街 路 事 業 の 再 評 価 概 要 書 
（ ）は、当初計画時 

番  号 ２ 
事業主体 栃 木 県 

 
事 業 名 

 
街路づくり事業 

 
事業所管課 

 
県土整備部 都市整備課 

 
路線・河川名 

大田原都市計画道路 

３・４・２号 西那須野
に し な す の

線
せん

外１路線 

 
事業箇所名 大田原市

お お た わ ら し

 中央
ちゅうおう

 

 
事 業 区 間 大田原市

お お た わ ら し

新富町
しんとみちょう

 ～ 住吉町
すみよしちょう

 
 
事 業 延 長 

 
 １，００２ｍ 

Ｈ２１年度事業化 
 

Ｓ３３年度都市計画決定 
（Ｈ２０年度変更） 

Ｈ２１年度用地着手 
 

Ｈ２４年度工事着手 
 

 
事 業 期 間 

     （Ｈ２７） 
Ｈ２１ ～ Ｈ３０ 事 業 

進 捗 
状 況 

基準年次：【平成２７年度末時点】 
                  進 捗 率 
〔うち用地補償費〕 〔   26.0億円〕   〔  99％〕  
既投資事業費     38.5億円       99％ 

（うち用地補償費） 

全体事業費 
[    26.1   (26.0)億円] 

38.8   (40.0)億円 
事 業 概 要  
 本都市計画道路は、大田原市中心部を基点とし、隣接する西那須野地区の市街地を結ぶ、都市の骨格を形成す

る道路である。 
 本事業区間は、国道 461 号との交差部（金燈籠交差点）から市道との交差部（住吉町交差点）までの１，０

０２ｍ区間であり、商店が密集し、近くには大田原小学校、大田原女子高校、大田原高校があることから、通勤

通学時間帯には歩行者自転車及び自動車の交通量が多い区間である。 
 しかしながら、現況歩道は１．５ｍと非常に狭い上、電柱もあることから、自動車と歩行者自転車が錯綜し、

非常に危険な状況にある。また、金燈籠交差点はクランク形状となっており、渋滞が発生している。 
 さらに、周辺エリアは大田原市の中心市街地であることから、商業の活性化と市街地の改善を図るため、地元

商店街等や市が協働して中心市街地活性化基本計画を策定して、ソフト・ハード様々な施策を展開しており、本

事業区間はその中軸となる重要な路線である。 
 このため栃木県は、現道拡幅と電線類地中化を実施することにより、安心安全な道路通行空間を創出し、円滑

な通行を確保すると共に、沿道商店街の賑わいを取り戻し、中心市街地活性化を支援するものである。 
事業を巡る社会経済情勢の変化、事業計画の大幅な変更 等  
都市計画法に基づく事業認可期間の延伸 

事 業 の 投 資 効 果  
① 費用対効果分析結果        【総便益（Ｂ）】   【総費用（Ｃ）】 
 １）事業全体  Ｂ／Ｃ＝ １．５   ６３．４億円    ４２．０億円 
 ２）残 事 業  Ｂ／Ｃ＝ ５．３    ４．８億円     ０．９億円 
② 事業の整備効果等 
 ・安全安心な道路通行空間の創出    ・交通の円滑化 
 ・中心市街地活性化          ・都市景観の向上と都市防災機能の強化 
事業の進捗状況等  
① 事業の進捗状況 
 ・平成２５年１２月に金燈籠交差点を供用開始。 
 ・用地取得済の区間から順次工事を推進している。 
② 今後の事業進捗の見込み 
 ・用地取得を推進し、平成30年の完成供用を図る。 
コ ス ト 縮 減 等  
① コスト縮減方策 
 ・再生骨材、再生アスファルト合材を積極的に活用しコスト縮減 
② 代替案立案等の可能性 
 ・すでに大部分の工事が完了予定であり、本計画が最適である。 
事業の対応方針（案） 現計画で事業を継続する。 

-  1  - 

かなどうろう 



事業箇所（位置図・概要図）

標準横断図

位 置 図

【現況】

【計画】

概 要 図
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①整備前 渋滞状況

②整備後 トコトコ大田原周辺

③整備前 金燈籠交差点

④整備後 金燈籠交差点

- 3 -



資料３ 

1 
 

河 川 事 業 の 再 評 価 概 要 書 
（ ）は、前回再評価時 

番  号 １ 
事業主体 栃 木 県 

事 業 名 安全な川づくり事業 事業所管課 県土整備部 河川課 

路線・河川名 一級河川 小藪
こ や ぶ

川
がわ

 事業箇所名 鹿沼市
か ぬ ま し

 西鹿沼町
にしかぬままち

 

事 業 区 間 鹿沼市
か ぬ ま し

花岡町
はなおかまち

地先～ 

鹿沼市
かぬまし

西鹿沼町
にしかぬままち

地先 
事 業 延 長 ２，０１０ｍ 

平成９年度事業化  平成９年度用地着手 平成９年度工事着手 

事 業 期 間  (Ｈ２８) 
Ｈ９ ～  Ｈ３１ 事 業 

進 捗 
状 況 

基準年次：【平成２７年度末時点】 

                 進 捗 率 

[うち用地補償費]      [4.9億円]   [57％] 

既投資事業費        11.8億円    29％ 
[うち用地補償費] 

全体事業費 

[8.6（5.9）億円] 

40.6（13.7）億円 

事 業 概 要  

小藪川は、鹿沼市街地の北西部に位置する岩山にその源を発し、鹿沼市の西部市街地を南下し、思川に合流する一

級河川である。 

計画区間は、屈曲が著しく、河川断面が狭小で流下能力が不足していることから、豪雨時には浸水被害が生じてい

る。 

そこで、河川断面の拡大及び調節池により、氾濫を防止し浸水被害の解消を図る。 

事業を巡る社会経済情勢の変化、事業計画の大幅な変更 等  
平成25 年7 月に発生した最大時間雨量94mm の豪雨（確率規模 約1/80）により、小藪川の上流域において大きな浸水

被害が発生した。（浸水面積13.2ha、床上浸水45 戸、床下浸水62 戸） 

これを受け、栃木県と鹿沼市は平成 25 年 7 月洪水と同規模の豪雨が発生した際に、対象流域において床上浸水被害を

概ね解消することを目標とする「100mm/h 安心プラン」を平成26 年2 月に策定した。 

さらに、栃木県では小籔川の対象降雨を最新のデータで見直し、従来の計画よりも強い雨に対応することとした。 

 これに伴い、調節池の整備を新たに追加する等、河川改修事業の大幅な計画変更が必要となった。 

事 業 の 投 資 効 果  
① 費用対効果分析結果   
     【総便益（Ｂ）】    【総費用（Ｃ）】 
１）事業全体    Ｂ／Ｃ＝１０．０    ４１５．８億円      ４１．５億円   [L=2,010m区間] 
２）残 事 業    Ｂ／Ｃ＝ ８．８    ２３１．０億円      ２６．２億円   [L=1,110m区間] 

② 事業の整備効果等 
 整備を図ることにより、宅地、道路や農地の浸水被害が解消される。 

事業の進捗状況等  
① 事業の進捗状況 

事業延長 2,010ｍのうち、下流端から富士見橋上流までの 900ｍの整備が完了している。 

② 今後の事業進捗の見込み 
 平成31年度の完成を目指し、残る区間の用地買収と工事を迅速に進めていく。 
コ ス ト 縮 減 等  
① コスト縮減方策 

河川工事で発生した残土を他事業に流用し、工事費の縮減に努める。 

② 代替案立案等の可能性 
 計画区間は市街地内で、大規模な遊水地や放水路等の適地がないことから、本計画（河川改修＋調節池）が最適であ

る。 

事業の対応方針（案） 本計画で事業を継続する。 

 



事業箇所（位置図、概要図）

位置図

標準断面図

宇都宮市

小山市

日光市

那須塩原市

那須町

大田原市

那珂川町

那須烏山市

塩谷町

矢板市

さくら市

高根沢町

芳賀町
茂木町

市貝町

益子町
真岡市上三川町

下野市

鹿沼市

佐野市

足利市
栃木市

岩舟町

野木町

西方町 壬生町

宇都宮市

小山市

日光市

那須塩原市

那須町

大田原市

那珂川町

那須烏山市

塩谷町

矢板市

さくら市

高根沢町

芳賀町
茂木町

市貝町

益子町
真岡市上三川町

下野市

鹿沼市

佐野市

足利市
栃木市

岩舟町

野木町

西方町 壬生町

宇都宮市

小山市

日光市

那須塩原市

那須町

大田原市

那珂川町

那須烏山市

塩谷町

矢板市

さくら市

高根沢町

芳賀町
茂木町

市貝町

益子町
真岡市上三川町

下野市

鹿沼市

佐野市

足利市
栃木市

岩舟町

野木町

西方町 壬生町

一級河川 小藪川

鹿沼市

計画規模 １ / 10

計画流量 27～47m3/ｓ

現況流下能力 ８ ～22m3/ｓ

計画勾配 １ / 230

鹿沼市西鹿沼町

R293

R121

鹿沼市花岡町

小
藪
川
事
業
区
間

L=
2,

01
0m

R293

流域界

鹿沼市西鹿沼町

R293

R121

鹿沼市花岡町

小
藪
川
事
業
区
間

L=
2,

01
0m

R293

流域界

概要図

新鹿沼駅西土地区画整理事業

（渋染橋下流）

2

渋染橋



写真１

未改修区間（県道
鹿沼日光線上流
付近）の状況
（出水時）

写真２

未改修区間（県道
鹿沼日光線上流

H25.7.27 出水状況

付近）の状況
（平常時）

写真３

改修済区間（新鹿
沼駅西側）

3



No
事業
区分

事業
主体

路河川名等 箇所名
総事業費
（億円）

事業予定期間
再評価
分類
注１）

1 道路 栃木県道路公社 日光宇都宮道路
日光市土沢ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ
宇都宮市(仮称)石那田ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ

34 Ｈ18～Ｈ30 イ

注１） 再評価分類

再評価を実施する栃木県道路公社所管事業の一覧表（審議案件）

ア＝事業採択後一定期間を経過した時点で未着工の事業　　イ＝事業採択後長期間が経過した時点で継続中の事業

ウ＝準備・計画段階で一定期間が経過している事業　　エ＝再評価実施後一定期間が経過している事業

オ＝社会経済情勢の急激な変化、技術革新、事業計画の大幅な変更等により再評価の実施の必要が生じた事業

資料４
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道 路 事 業 の 再 評 価 概 要 書 

( )は、当初計画時  

番  号 １ 

事業主体 栃木県道路公社 

事 業 名 一般有料道路事業 事業所管課 栃木県道路公社 施設部 

路線・河川名 日光宇都宮道路
にっこううつのみやどうろ


 事業箇所名 
日光市
にっこうし

土沢
ど さ わ

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 

宇都宮市
う つ の み や し

（仮称）石那
い し な

田
だ

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 

事 業 区 間 
日光市
にっこうし

土沢
どさわ

地内 

宇都宮市石那田町
うつのみやしいしなだまち

地内 
事 業 延 長 1,600ｍ（２箇所） 

Ｈ18年度事業化 － Ｈ18年度用地着手 Ｈ18年度工事着手 

事 業 期 間 
      (Ｈ21) 

Ｈ18年度～Ｈ30年度 
事 業 

進 捗 

状 況 

基準年次：【平成27年度末時点】 

   進捗率 

[うち用地補償費]  [ 3.0億円]   [ 57％] 

既投資事業費    22.5億円     67％ 

[うち用地補償費] 

全体事業費 

［ 5.2( 4.1)億円］ 

33.5(25.0)億円 

事 業 概 要  

日光宇都宮道路は、宇都宮市の宇都宮ICから、日光市の清滝ICへ至る延長30.7㎞の栃木県道路公社が所

管する一般有料道路（自動車専用道路）であり、東北自動車道と直結し、宇都宮市や首都圏等と国際観光

都市日光を結ぶメインアクセス道路として、また、沿線地域の生活利便性の担う道路として重要な役割を

担っている。 

本道路は、日本道路公団（当時）によって建設され、Ｓ51年12月に宇都宮IC～日光IC間が、Ｓ56年10月

に日光IC～清滝IC間が開通した。Ｈ17年６月に栃木県道路公社が管理を引継ぎ、高速道路並みの高いサー

ビス水準の維持とともに、利便性向上のために通行料金の引き下げやＥＴＣの導入を実施してきた。 

本事業は、更なる利便性の向上や地域のニーズへの対応のため、土沢IC及び（仮称）石那田IC（以下、

石那田ICという。）を新設するものである。 

事業を巡る社会経済情勢の変化、事業計画の大幅な変更 等  

・県の財政健全化と自律的な財政運営に向けた取組「とちぎ未来開拓プログラム」（Ｈ21～Ｈ24）により、

資金調達の担保が得られなかったことから石那田ICの事業着手が遅延。 

事 業 の 投 資 効 果  

１ 費用対効果分析結果           【総便益(Ｂ)】     【総費用(Ｃ)】 

(1) 事業全体 Ｂ／Ｃ＝ 1.2                54.9億円               47.3億円 

(2) 残 事 業 Ｂ／Ｃ＝ 1.8                37.0億円               20.7億円 

２ 事業の整備効果等 

(1) 広域道路ネットワークの強化 

(2) 観光や産業活性化による地域振興の支援 

(3) 救急救命活動の支援 

(4) 防災・減災ネットワークの強化 

(5) 交通混雑の緩和 

(6) 安全で安心な通行の確保 

事 業 の 進 捗 状 況 等  

１ 事業の進捗状況 

・土 沢IC：Ｈ18年度事業着手。Ｈ23年3月25日供用開始。 

２ 今後の事業進捗の見込み 

・石那田ICについては、用地取得を推進し、平成31年度の供用を図る。 

コ ス ト 縮 減 等  

１ コスト縮減方策 

・土 沢IC：当初計画において、本道路上空を横断するIC橋梁について桁高を抑えた橋梁形式とし、IC

本体盛土工費を約1億円縮減 

・石那田IC：当初計画において、既設の徳次郎IC（日光方面のみ出入り可能なハーフ型）を補完するIC

形式として宇都宮方面のみに出入りできるハーフ型としフルランプ型より約18億円縮減 

２ 代替案立案等の可能性 

・石那田IC：現計画位置・ハーフIC型式としている本計画が最適である。 

事業の対応方針(案) 現計画で事業を継続する。 

資料５ 
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事業箇所（位置図・概要図） 
 

位置図 
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写真１：国道 119 号徳次郎交差点状況（整備前） 

写真３：土沢IC状況（整備後） 

写真２：土沢IC状況（整備前） 

土沢 IC建設予定地 


